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日本の伝統的食文化としての和食の
熊倉功夫 (静岡文化芸術大学学長)  行 方

日本の食文化を歴史で区切る/和食と一汁三菜/
和食の構造/和食の未来

日本における家族の変化 と食生活
林 在圭 (静岡文化芸術大学教授)

家制度/家 (家族)の生活/
近代家族/現代家族における日常食

食空間と将来
深田てるみ (静岡文化芸術大学准教授)

住まいの変遷と食空間/近代の住宅と食空間/
現代における食空間に関する調査/
現在における食空間とその課題

「食のとらえ方」のパラダイムシフトを求めて
一ア●ユルヴェーダを照射版として一

清 ルミ (常葉学園大学教授)

「食のとらえ方」の現状/

既 ぎFY催糟γあな播

201+年 の東 日本 人 寮 災で、世 示 的に美 談 として語 られたのは、
略 谷 行 為を行 わない 日本 人 の姿だった。その要 因は様 々に考えら

れるが、その一 つとしてあげられるのは、生 活の豊 かさであり、その

典 型 が「食」である。飽 食 の時 代 と言 われる現 代 日本 において、
「食 の豊かさ」は今後何 をもたらすのか?謳 歌 するだけでよいのか?
本 書 は、このような 日本 の現 代 に疑 間 を惑 じた 8宅 の研 究者 が、
食 文化 の近 未来について共 同研 究会 を行った成 果である。
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高齢者と食の満足
―韓国の高齢者福祉施設を例に一

守屋亜記子 (女子栄養大学准教授)

調査及び調査対象施設概要/韓国の食文化/
施設生活における食事の時間/施設食の特徴/
日常の食と特別な日の食/
食べ手による施設食の取り込み方/自律的な食

一

姻一　　　　　嚇

自昇

思文閣出版

冊

お 名 前

注 文 票

数

ご 住 所

国民食になつた餃子一受容と発展をめぐつて一
草野美保 ((財)味の素食の文化センター)

日本への餃子の伝来/新たな餃子の役割―ローヵルな餃子と
地域おこし―/海外における日本の餃子

食生活の変遷か らみた日本の食の
来 し方行 く末

米屋武文 (静岡文化芸術大学教授)

わが国の食の変遷/食を取り巻く諸問題/
近未来の日本人の食を考える
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